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答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
東
中
光
雄
君
提
出
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
対
策
等
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
四
第
三
号 

平
成
元
年
三
月
三
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
東
中
光
雄
君
提
出
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
対
策
等
に
関
す 

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

建
設
省
が
建
設
す
る
土
木
構
造
物
及
び
建
築
物
に
使
用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場 

 

製
品
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
暫
定
対
策
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
日
付
け
建
設
大 

 

臣
官
房
技
術
審
議
官
通
達
。
以
下
「
技
術
審
議
官
通
達
」
と
い
う
。
）
中
の
「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
暫
定
対
策
（
土

木
構
造
物
）
」
（
以
下
「
暫
定
対
策
」
と
い
う
。
）
及
び
「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策
に
関
す
る
暫
定
指
針
（
建
築

物
）
」
（
以
下
「
暫
定
指
針
」
と
い
う
。
）
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
都
道
府
県
、
建
設
省
関
係
公
団
等
に
対
し
て
は
、
同
日
付
け
で
同
様
の
内
容
を
通
知
し
て
お
り
、 

 

さ
ら
に
、
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
同
日
付
け
で
建
設
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
長
か
ら
各
特
定
行
政
庁
の
建
築 



2
(1)
① 

技
術
審
議
官
通
達
以
前
に
四
箇
所
、
技
術
審
議
官
通
達
以
後
に
四
百
箇
所
程
度
行
っ
て
い
る
。 

(2)
① 

都
道
府
県
の
試
験
機
関
及
び
公
益
法
人
の
試
験
機
関
で
当
該
試
験
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
員 

 

は
、
○ア

の
試
験
設
備
を
持
つ
試
験
機
関
に
つ
い
て
は
平
均
約
五
人
、
○イ

の
試
験
設
備
を
持
つ
試
験
機
関 

 
 

 
 

に
つ
い
て
は
平
均
約
四
人
、
○ウ

の
試
験
設
備
を
持
つ
試
験
機
関
に
つ
い
て
は
平
均
約
五
人
と
承
知
し
て 

 
 

い
る
。 

主
務
部
長
あ
て
に
同
様
の
内
容
を
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
趣
旨
は
十
分
に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る 

 
 

と
考
え
て
い
る
。 

② 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
性
は
、
同
一
の
岩
種
で
あ
っ
て
も
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
岩
種
名
に
よ
り
ア
ル 

 

カ
リ
骨
材
反
応
を
生
ず
る
か
否
か
を
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

② 

試
験
機
関
の
選
定
は
、
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
選
択
に
任
さ
れ
て
お
り
、
実
態
を
把
握
す
る 

③ 

現
時
点
に
お
い
て
は
、
特
に
予
定
し
て
い
な
い
。 

四 

 



4
(1) 

昭
和
六
十
一
年
二
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
、
日
本
工
業
規
格
Ｒ
五
二
一
〇
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
） 

を
改
正
し
、
そ
の
附
属
書
に
全
ア
ル
カ
リ
の
含
有
率
が
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
低
ア
ル
カ
リ
形 

3
(1) 

暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
に
規
定
す
る
骨
材
の
反
応
性
試
験
（
以
下
「
試
験
法
」
と
い
う
。
）
は
、
ア
ル
カ 

リ
骨
材
反
応
対
策
上
、
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

(2) 

骨
材
の
反
応
性
試
験
に
つ
い
て
は
、
暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
の
通
知
以
降
も
建
設
省
土
木
研
究
所
及 

 

び
建
築
研
究
所
を
中
心
に
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

③ 

現
状
の
試
験
体
制
に
特
に
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
と
も
試
験
体
制
の
充
実
に
努 

 
 

め
て
ま
い
り
た
い
。 

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
近
隣
の
都
道
府
県
の
試
験
機
関
等
に
お
い
て
試
験
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
考 

 
 

え
ら
れ
る
。 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
し
て
、
試
験
法
に
よ
り
判
定
が
で
き
な
い
骨
材
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。 

五 

 



(3) 

通
商
産
業
省
で
は
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
に
レ
デ
ー
ミ
ク 

(2) 

社
団
法
人
セ
メ
ン
ト
協
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
の
各
年 

 

度
の
セ
メ
ン
ト
の
総
生
産
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
七
千
九
百
四
十
万
ト
ン
、
約
七
千
七
百
四
十
万
ト
ン
、
約 

 
 

七
千
二
百
二
十
一
万
ト
ン
、
約
七
千
四
十
二
万
ト
ン
及
び
約
七
千
四
百
二
十
四
万
ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
う 

 
 

ち
、
日
本
工
業
規
格
に
適
合
し
た
低
ア
ル
カ
リ
形
の
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
と
し
て
販
売
さ
れ
た
セ
メ 

 
 

ン
ト
は
、
当
該
規
格
が
定
め
ら
れ
た
昭
和
六
十
年
度
以
降
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
百
ト 

 
 

ン
、
約
一
万
二
千
ト
ン
及
び
約
一
万
三
千
二
百
ト
ン
で
あ
り
、
セ
メ
ン
ト
総
生
産
量
に
占
め
る
比
率
は
、 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
約
〇
・
〇
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
〇
・
〇
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
約
〇
・
〇
一
八
パ
ー
セ
ン
ト 

 
 

で
あ
る
。 

の
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の
規
格
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
社
団
法
人
セ
メ
ン
ト
協
会
を
通
じ
、
そ
の 

 
 

供
給
体
制
の
確
立
を
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六 

 



5
(1) 

全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会
及
び
全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
連
合
会
の
調
査
に
よ 

 

れ
ば
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
末
現
在
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
企
業
数
は
、
四
千
六
百
四
十
社
（
五
千 

 

百
八
十
七
工
場
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
レ
デ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
係
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
表
示 

 

許
可
を
受
け
て
い
る
企
業
数
は
、
三
千
三
百
三
十
九
社
（
三
千
八
百
六
十
八
工
場
）
で
あ
る
。 

(2) 

現
在
把
握
し
て
い
る
範
囲
内
で
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
） 

に
基
づ
く
認
可
を
受
け
て
い
る
事
業
協
同
組
合
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十 

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
日
本
工
業
規
格
の
改
正
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
総
量 

 
 

の
規
制
に
よ
る
抑
制
対
策
、
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
（
低
ア
ル
カ
リ
形
）
に
よ
る
抑
制
対
策
及
び
ア
ル
カ 

 

リ
骨
材
反
応
抑
制
効
果
を
有
す
る
混
合
セ
メ
ン
ト
に
よ
る
抑
制
対
策
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、 

 
 

社
団
法
人
セ
メ
ン
ト
協
会
を
通
じ
、
か
か
る
日
本
工
業
規
格
に
適
合
す
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
用
い
る
セ 

 
 

メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

七 

 



(3) 

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
（
昭
和
三 

 

十
八
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
基
づ
き
、
指
定
業
種
及
び
特
定
業
種
に
指
定
し
、
各
種
の
税
制
及
び
金
融 

 
 

上
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
り
同
製
造
業
の
構
造
改
善
を
支
援
し
て
い
る
。 

二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
認
可
を
受
け
て
い
る
工
業
組
合
の
う
ち
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造 

 
 

業
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
事
業
協
同
組
合
及
び
工
業
組
合
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
十
七
及
び
四
十
六
で 

 
 

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
工
場
を
所
有
し
て
い
る
組
合
は
、
九
事
業
協
同
組
合
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
六
事
業 

 
 

協
同
組
合
の
工
場
が
レ
デ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
係
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
表
示
許
可
を
受
け
て
い 

 
 

る
。 事

業
協
同
組
合
及
び
工
業
組
合
の
設
置
し
て
い
る
共
同
試
験
場
は
、
い
ず
れ
も
三
十
五
箇
所
、
合
計
七 

 
 

十
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
試
験
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
共
同
試
験
場
は
、
十
八 

 
 

箇
所
で
あ
る
。 

八 

 



二
に
つ
い
て 

1
(1) 

国
、
地
方
公
共
団
体
等
施
行
の
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
調
査
及
び
点
検
は
、
従
来
よ
り
当
該
施 

 

設
の
管
理
者
に
よ
っ
て
そ
の
構
造
物
の
実
状
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

(3) 

調
査
及
び
点
検
は
、
一
般
的
に
は
外
観
に
お
け
る
変
化
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
も
目
視
で
行
っ
て 

 

お
り
、
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
試
料
の
採
取
等
の
詳
細
調
査
を
行
う
こ
と
と
し 

(2) 

調
査
及
び
点
検
は
、
一
般
的
に
は
目
視
で
行
っ
て
お
り
、
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応 

 

じ
て
試
料
の
採
取
等
の
詳
細
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

試
験
設
備
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
支
援
措
置
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
税
制
面
で
は
、 

 
 

負
担
金
の
損
金
算
入
、
試
験
研
究
資
産
の
圧
縮
記
帳
等
の
試
験
研
究
関
連
税
制
、
機
械
等
の
割
増
償
却
等 

 

の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
ま
た
、
金
融
面
で
は
、
中
小
企
業
事
業
団
の
行
う
高
度
化
融
資
、
中
小
企
業
金 

 

融
公
庫
及
び
国
民
金
融
公
庫
の
行
う
低
利
融
資
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 

九 

 



2 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
つ
い
て
は
、
既
に
暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
の
周
知
徹
底
、
調
査
及
び
点
検
の
実 

 

施
、
研
究
開
発
の
推
進
等
の
各
種
の
対
策
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
関
係
省
庁
間
の
緊
密
な
連
携 

 
 

の
下
に
対
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

3
(1) 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
も
の
に
限
ら
ず
、
ひ
び
割
れ
が
生
じ
て
い
る
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
当
該 

(5) 

既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
調
査
及
び
点
検
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
建
設
省
及
び
関
係
機
関
に
お 

 

い
て
、
講
習
会
、
研
修
の
実
施
等
に
よ
り
、
調
査
技
術
者
に
対
す
る
必
要
な
知
識
の
普
及
等
に
努
め
て
い 

 
 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(4) 
目
視
に
よ
る
調
査
が
困
難
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
目
視
が
可
能
な
部
分
の
調
査
及
び
点
検 

 

に
お
い
て
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
、
周
囲
の
土
を
取
り
除
く
こ
と
等
に
よ
り
調
査
及
び
点
検
を
行
う 

 
 

こ
と
と
し
て
い
る
。 

て
い
る
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
調
査
及
び
点
検
を
的
確
に
実
施
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 一

〇 

 



三
に
つ
い
て 

1
(1) 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策
に
つ
い
て
は
、
低
ア
ル
カ
リ
形
セ
メ
ン
ト
の
使
用
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑 

 

制
効
果
を
有
す
る
混
合
セ
メ
ン
ト
等
の
使
用
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
ア
ル
カ
リ
総
量
の
抑
制
に
よ
っ
て 

(2) 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
膨
張
を
抑
制
す
る
方
法
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
防
水
性
の
塗 

 

装
を
行
う
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対
す
る
水
分
の
浸
透
を
防
ぐ
た
め
の
補
修
方
法
が
一
般
的
で
あ
る
と
承 

 
 

知
し
て
お
り
、
こ
の
補
修
方
法
は
当
該
構
造
物
の
耐
久
性
の
保
持
上
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

(3) 

補
修
方
法
等
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
建
設
省
土
木
研
究
所
及
び
建
築
研
究
所
で
進
め
ら
れ
て 

 

お
り
、
ひ
び
割
れ
へ
の
樹
脂
注
入
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
へ
の
防
水
性
塗
装
等
の
補
修
技
術
は
既
に
実
用 

 
 

化
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
研
究
開
発
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

構
造
物
の
管
理
者
が
ひ
び
割
れ
へ
の
樹
脂
注
入
等
に
よ
り
補
修
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
承
知
し 

 
 

て
お
り
、
こ
の
補
修
方
法
は
当
該
構
造
物
の
耐
久
性
の
保
持
上
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 一

一 

 



2
(1) 

低
ア
ル
カ
リ
形
セ
メ
ン
ト
を
使
用
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
効
果
を
有
す
る 

 

混
合
セ
メ
ン
ト
等
を
使
用
す
る
こ
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
ア
ル
カ
リ
総
量
を
抑
制
す
る
こ
と
及
び
反
応 

 

性
試
験
で
無
害
と
確
認
さ
れ
た
骨
材
を
使
用
す
る
こ
と
も
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
を
防
止
す
る
た
め
の
有 

(2) 

骨
材
の
反
応
性
試
験
に
つ
い
て
は
、
暫
定
対
策
、
暫
定
指
針
及
び
日
本
工
業
規
格
に
お
い
て
既
に
そ
の 

 

方
法
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
試
験
設
備
、
機
器
及
び
人
員
に
つ
い
て
も
、
一
に
つ
い
て
の 

 

2
の
(2)
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

も
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
暫
定
対
策
、
暫
定
指
針
及
び
レ
デ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
日
本
工
業
規 

 
 

格
に
お
い
て
も
、
反
応
性
試
験
の
結
果
で
無
害
と
確
認
さ
れ
た
骨
材
を
使
用
す
る
方
法
の
ほ
か
、
こ
れ
ら 

 
 

の
方
法
も
含
め
て
既
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
骨
材
に
つ
い
て
、
更
に
法
令
等
に
基
づ
く
使
用
義
務
付
け
等
の
規
格
化
を
行
う
こ
と
は 

 
 

必
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
二 

 



3
(1) 

暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
に
お
け
る
暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
の
通
知
後
の
研 

 

究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
試
験
法
の
改
善
を
行
う
べ
く
、
現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
骨 

 

材
及
び
骨
材
の
反
応
性
試
験
の
規
格
化
を
新
た
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
1
の

(1)
及
び

(2)
に
お
い
て
述
べ
た 

 

と
お
り
、
考
え
て
い
な
い
。 

(2) 

現
行
の
調
査
、
点
検
、
補
修
等
の
方
法
に
は
特
に
問
題
が
な
く
、
調
査
、
点
検
、
補
修
等
の
方
法
に
関 

 

す
る
規
定
を
新
た
に
盛
り
込
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

(2) 
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
生
産
に
使
用
す
る
セ
メ
ン
ト
が
国
産
品
で
あ
る
か
輸
入
品
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、 

 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
を
防
止
す
る
た
め
、
レ
デ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
係
る
日
本
工
業
規
格
の
改 

 
 

正
及
び
そ
の
普
及
、
暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
の
実
施
等
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
に
係
る
各
種
の
対
策 

 
 

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

一
三 

 



4
(1)
及
び
(2) 

国
の
研
究
機
関
で
は
、
建
設
省
土
木
研
究
所
及
び
建
築
研
究
所
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
年
度
か 

 

ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
、
三
億
円
程
度
の
予
算
で
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向
上
技
術
の
開
発
」
に
つ 

い
て
の
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
三
年
度
に
は
、
千
万
円
程
度
の
予
算
で
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応 

 

に
関
連
す
る
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。 

(4) 

民
間
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
の

1
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
暫
定
指
針
と
同
様
の
通
知 

 

を
行
い
、
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
定
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
同
様
に
周
知
徹
底
を 

 
 

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

(3) 
現
時
点
で
は
、
改
定
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
可
能
な
限
り
早
急
に
改
定
し
た
い
と 

 
考
え
て
い
る
。 

大
学
、
民
間
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
そ
の
す
べ
て
を
把 

 
 

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
昭
和
六
十
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
大
学
等
に
お
い
て
研
究
を
実 

一
四 

 



四
に
つ
い
て 

1
(1)
① 

昭
和
五
十
九
年
度
に
建
設
省
等
の
管
理
す
る
構
造
物
の
抽
出
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
二
十
構
造
物
に 

 

つ
い
て
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
か
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
を
確
認
し
て
い 

 
 

る
。 

5 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
損
傷
又
は
被
害
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
建
築
物
は
極
め
て
少
な
く
、
ま 

 
 

た
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
修
繕
、
改
築
等
を
必
要
と
す
る
ま
で
に
至
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
と
承
知
し
て 

 

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
損
傷
又
は
被
害
を
受
け
た
建
築
物
等
の
修
繕
、
改
築 

 

等
へ
の
費
用
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
特
に
検
討
し
て
い
な
い
。 

(3) 
現
在
の
研
究
開
発
体
制
は
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策
を
検
討
す
る
上
で
不
十
分
な
も
の
と
は
考
え
て 

 

い
な
い
が
、
今
後
と
も
研
究
開
発
の
着
実
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
五 

 



(3)
① 

高
速
自
動
車
国
道
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
に
つ
い
て
は
、
毎
日
の
目
視
に
よ
る
点
検
、
年
一
回
の 

 

詳
細
な
点
検
等
に
よ
り
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
損
傷
部
分
が
発
見
さ
れ
た
場
合 

(2)
① 

昭
和
五
十
九
年
度
に
行
っ
た
御
指
摘
の
既
設
建
築
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
に
関
す
る
実
態
調
査
に 

 

お
い
て
、
千
五
百
二
十
二
棟
の
住
宅
の
う
ち
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
か
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る 

 
 

ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
も
の
は
二
棟
で
あ
っ
た
。 

③ 

①
の
調
査
に
お
い
て
九
百
十
三
棟
が
公
営
住
宅
で
あ
り
、
そ
の
中
に
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
か 

 

又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。 

② 

①
の
調
査
に
お
い
て
二
百
八
十
三
棟
が
公
団
住
宅
で
あ
り
、
そ
の
中
に
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る 

 

か
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。 

② 

①
に
お
い
て
述
べ
た
二
十
構
造
物
の
う
ち
橋

梁
り
よ
う

は
十
五
箇
所
で
残
り
は
河
川
・
海
岸
・
砂
防
施
設
で 

あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
の
状
態
は
ひ
び
割
れ
程
度
で
あ
っ
た
。 

一
六 

 



②
○イ 

近
畿
自
動
車
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
落
下
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
大
阪
管
理
局 

 
に
お
い
て
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
関
連
調
査
を
含
め
損
傷
状
況
の
目
視
に
よ
る
調
査
、
コ
ン
ク
リ
ー 

 
 

ト
品
質
調
査
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
損
傷 

 
 

の
可
能
性
は
な
く
、
雨
水
に
よ
っ
て
「
か
ぶ
り
」
の
薄
い
箇
所
の
鉄
筋
が
腐
食
膨
張
し
た
結
果
、
コ
ン 

 

ク
リ
ー
ト
の
剥は

く

離
等
が
生
じ
当
該
事
故
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

は
、
当
該
損
傷
の
程
度
に
応
じ
、
樹
脂
注
入
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

○ハ 

当
該
箇
所
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
損
傷
の
進
行
を
抑
制
す
る
た
め
鉄
筋
の 

○ロ 

当
該
箇
所
付
近
の
道
路
工
事
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
か
ら
昭
和
五
十
年
四
月
ま
で
の
間
に
施
工
さ 

 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
の
レ
デ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
日
本
工
業
規
格
に
お
い
て 

 
 

は
セ
メ
ン
ト
の
ア
ル
カ
リ
量
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
使
用
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
の
ア
ル
カ
リ
量 

 
 

は
不
明
で
あ
る
。 

一
七 

 



2
(1) 

港
湾
施
設
の
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
調
査
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で 

(4)
① 

レ
デ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
日
本
工
業
規
格
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制 

 

対
策
の
内
容
が
暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
製
品
に
添
付
さ
れ
る
材
料 

 
 

試
験
の
デ
ー
タ
、
配
合
表
等
の
書
類
に
よ
り
当
該
製
品
が
暫
定
対
策
及
び
暫
定
指
針
の
内
容
に
適
合
し 

 
 

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
建
設
省
で
は
自
ら
骨
材
の
反
応
性
試
験
を
行
っ
て
い
な
い
。 

② 

建
設
省
所
管
の
公
団
等
に
つ
い
て
も
、
建
設
省
と
同
様
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

○ニ 
道
路
床
版
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
「
橋
、
高
架
の
道
路
等
の
技
術
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十 

 
 

七
年
三
月
二
十
五
日
付
け
建
設
省
都
市
局
長
・
道
路
局
長
通
達
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
鉄
筋
の
最
小 

 
 

の
「
か
ぶ
り
」
の
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。 

の
耐
用
年
数
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

防

錆せ
い

処
理
、
欠
損
断
面
の
修
復
等
の
補
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

一
八 

 



(2) 

新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
鉄
道
運
転
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
七
十
一
号
）
第
十
三
条
に 

よ
り
鉄
道
事
業
者
が
定
期
検
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
検
査
の
際
に
目
視
等
に
よ
り
実
施
し 

 
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
山
陽
新
幹
線
六
甲
ト
ン
ネ
ル
、
橋

梁
り
よ
う

に
つ 

に
実
態
調
査
を
目
視
等
に
よ
り
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
山
口
県
伊
保
田
港
の
防
波
堤
に
お
い
て
、
ア
ル 

 
 

カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
。 

い
て
は
上
越
新
幹
線
及
び
山
陽
新
幹
線
で
十
一
箇
所
、
高
架
部
分
に
つ
い
て
は
上
越
新
幹
線
及
び
山
陽
新 

 
 

幹
線
で
四
箇
所
に
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
と
承
知
し
て 

 
 

い
る
。 

当
該
施
設
に
つ
い
て
、
港
湾
管
理
者
が
上
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
換
え
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の 

 
 

後
に
新
た
な
損
傷
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
樹
脂
注
入
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
に
新
た
な
損
傷
は
認
め
ら
れ
て 

一
九 

 



(4) 

民
鉄
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
運
転
規
則
第
十
八
条
に
よ
り
鉄
道
事
業
者
が
定
期
検
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ 

 

て
お
り
、
当
該
検
査
の
際
に
目
視
等
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
橋

梁
り
よ
う

に
つ
い 

(3) 
旅
客
鉄
道
会
社
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
を
除
い
て
、
鉄
道
運
転
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
運
輸
省
令
第
十 

 

五
号
）
第
十
八
条
に
よ
り
鉄
道
事
業
者
が
定
期
検
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
検
査
の
際
に
目 

 
 

視
等
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
橋

梁
り
よ
う

に
つ
い
て
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会 

二
箇
所
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
で
土
留
擁
壁
一
箇
所
に
ア
ル
カ
リ
骨 

 
 

材
反
応
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

社
他
四
社
で
梓
川
橋

梁
り
よ
う

他
十
箇
所
、
高
架
部
分
に
つ
い
て
は
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
で
宮
脇
高
架
橋
他 

当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
樹
脂
注
入
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
に
新
た
な
損
傷
は
認
め
ら
れ
て 

 
 

い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
〇 

 



3
(1) 

原
子
力
発
電
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
に
つ
い
て
は
、
川
砂
利
、

頁け
つ

岩
の
砕
石
等
が
用
い
ら
れ
て
お 

(5) 

国
が
管
理
す
る
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
点
検
の
際
目
視
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
が
、
ア
ル 

 

カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
被
害
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
空
港
に
つ
い
て
も
同
様
と
承
知 

 
 

し
て
い
る
。 

て
は
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
他
三
社
で
下
恵
土
架
道
橋
他
七
箇
所
、
高
架
部
分
に
つ
い
て
は
近
畿
日
本
鉄 

 
 

道
株
式
会
社
他
四
社
で
十
一
箇
所
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
山
陽
電
気
鉄
道
株
式
会
社
他
一
社
で
土 

 
 

留
擁
壁
三
箇
所
に
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
と
承
知
し
て 

 
 

い
る
。 

り
、
原
子
炉
設
置
者
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
八
年
か
ら
昭
和
六
十
一
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
米
国
材
料
協 

当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
樹
脂
注
入
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の
後
に
新
た
な
損
傷
は
認
め
ら
れ
て 

 
 

い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
一 

 



(2) 

大
飯
発
電
所
1
号
機
及
び
2
号
機
並
び
に
高
浜
発
電
所
3
号
機
及
び
4
号
機
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
に 

 

つ
い
て
は
、
原
子
炉
設
置
者
が
、
建
設
中
に
採
取
保
存
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
、
昭
和
六
十
年
に
米
国
材 

 
 

料
協
会
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
）
の
基
準
に
基
づ
く
反
応
性
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
問
題
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て 

 

い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
さ
れ
た
砂
の
含
有
塩
分
率
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
設
置
者
が
含
有 

 
 

塩
分
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
問
題
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

会
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
）
の
基
準
に
基
づ
く
反
応
性
試
験
等
を
通
じ
、
い
ず
れ
の
発
電
所
に
つ
い
て
も
問
題
が
無
い 

 
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉 

 
 

設
置
者
が
日
本
工
業
規
格
に
基
づ
く
強
度
試
験
等
を
実
施
し
、
か
つ
、
目
視
に
よ
る
外
観
点
検
を
定
期
的 

 
 

に
実
施
し
て
お
り
、
問
題
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
原
子
力
発
電
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
に
つ
い
て
は
問
題
は
無
く
、
十
分
な
対
策 

 
 

が
採
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 

二
二 

 



五
に
つ
い
て 

1
(1) 

我
が
国
は
、
ソ
連
邦
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
に
お
い
て
発
生
し
た
地
震
災
害
に
対
し
、
国
際
緊
急
援
助
隊 

（
第
一
次
地
震
専
門
家
チ
ー
ム
）
を
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
同
国
に
派
遣
し 

 

た
。 

(3) 

我
が
国
は
、
ソ
連
邦
に
対
す
る
災
害
援
助
の
一
環
と
し
て
、
前
記
第
一
次
チ
ー
ム
、
及
び
平
成
元
年
二 

 

月
十
九
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
国
際
緊
急
援
助
隊
（
第
二
次
地
震
専
門
家
チ
ー
ム
）
を
派
遣
し
た
が
、
両 

(2) 

同
チ
ー
ム
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
三
月
末
を
一
応
の
目
途
と
し
て
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ 

 

て
い
る
。 

以
上
の
骨
材
の
反
応
性
試
験
、
含
有
塩
分
検
査
か
ら
み
て
、
右
記
原
子
力
発
電
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構 

 
 

造
物
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
な
る
よ
う
な
劣
化
・
発
錆せ

い

の
お
そ
れ
は
無
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

同
チ
ー
ム
に
は
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
研
究
の
専
門
家
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

二
三 

 



3
(1) 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
を
起
因
と
す
る
劣
化
を
生
じ
た
構
造
物
の
耐
震
性
を
含
め
た
耐
力
の
低
下
に
関
す 

 

る
研
究
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

2
(1) 

御
指
摘
の
南
関
東
地
域
地
震
被
害
想
定
調
査
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
過
去
の
震
災
事
例
に
基
づ
き
統 

 

計
的
な
手
法
に
よ
り
包
括
的
に
被
害
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
諸
施
設
等
に
つ
い
て
個
別
に 

 

取
り
出
し
て
検
討
を
行
い
被
害
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

(2) 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
要
因
を
取
り
上
げ
て
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
は
し
て 

 

い
な
い
。 

チ
ー
ム
の
援
助
活
動
に
関
連
し
て
ソ
連
邦
側
よ
り
ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
に
関
す
る
一
定
の
資
料
が
提
供
さ
れ 

 
 

た
。 我

が
国
に
と
っ
て
更
に
資
料
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
被
災
国
で
あ
る
ソ
連
邦
の
立
場
を
十
分
に
踏 

 
 

ま
え
つ
つ
、
例
え
ば
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
ソ
連
邦
側
に
そ
の
提
供
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。 

二
四 

 



 

二
五 

(2) 
現
在
把
握
し
て
い
る
範
囲
内
で
は
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ
る
耐
震
性
を
含
め
た
耐
力
の
低
下
に
関 

 
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
国
の
研
究
機
関
は
、
建
設
省
土
木
研
究
所
及
び
建
築
研
究
所
で
あ
る
。 




